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『死生学年報 2025』刊行にあたって
東洋英和女学院大学 死生学研究所長　奥山　倫明

昨年、本誌では〈看取りの文化を構想する〉を一つの特集として掲げました。ご寄稿いただいた諸論文を通じて看取りについて学ぶなか、
私は 2024 年に公開されたドキュメンタリー映画、村上浩康監督作品『あなたのおみとり』を視聴する機会を得ました。訪れた映画館、
ポレポレ東中野では、上映後、村上監督と砂田麻美さんとの対談の設けられた日があり、その日に出かけることができたことは幸いでし
た。本号では砂田監督に『あなたのおみとり』をご覧になったうえでのエッセイをご寄稿いただき、併せて、村上監督にそれを受けての
応答をご執筆いただきました。本号ではまた、昨年に引き続き、〈看取りの文化を構想する（続）〉の特集に加え、当研究所における連続
公開講座で取り上げてきた〈葬送と墓制の現在〉をもう一つの特集とし、合わせて 5 篇のご寄稿をいただきました。そのほかの投稿論文、
研究ノート、文献紹介と併せ、死生学研究の諸領域にふれていただけたらと願っております。（巻頭言より）
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